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福音書からのメッセージ 

イエスはお答えになった。「行って、見聞

きしていることをヨハネに伝えなさい。目

の見えない人は見え、足の不自由な人は歩

き、重い皮膚病を患っている人は清くなり、

耳の聞こえない人は聞こえ、死者は生き返

り、貧しい人は福音を告げ知らされている。

わたしにつまずかない人は幸いである。」 

 （マタイによる福音書11章4～6節） 

 

降臨節も第 3主日となりました。降臨節

とは、イエス様が来られるのを待ち望む時

です。わたしたちはどのような方を待って

いるのでしょうか。 

「来たるべき方はあなたでしょうか」と、

洗礼者ヨハネは牢の中から問いかけます。

彼は先駆者として、間もなく来る救い主の

前に道を備えます。ヨハネはその救い主は、

手に箕を持って、脱穀場を隅々まできれい

にし、麦を集めて倉に入れ、殻を消えるこ

とのない火で焼き払われる、つまり裁きを

行われる方だと考えていました。だから彼

は、人々に裁きの前に悔い改めるように迫

っていたのです。 

ところが彼の耳に入ってくるイエス様

のうわさは、彼の思いとはまるで違ってい

ました。イエス様はヨハネやヨハネの弟子

たちのように、荒れ野に留まりませんでし

た。イエス様は大勢の人たちのところに、

自ら進んで行かれました。そして、一緒に

飲み食いをされます。その中には罪人や徴

税人といった、人々が差別し、遠ざけてい

た人たちも含まれていました。 

イエス様が来られたことで、目の見えな

い人は見え、足の不自由な人は歩き、重い

皮膚病を患っている人は清くなり、耳の聞

こえない人は聞こえ、死者は生き返り、貧

しい人は福音を告げ知らされました。イエ

ス様は人々を裁くためではなく、今、イエ

ス様を、そして神さまの救いを必要として

いる人のところに行か

れたのです。 

もしイエス様が洗礼

者ヨハネのように、荒れ

野で悔い改めを宣べ続

けていたら、どうなって

いたでしょう。イエス様

の元に行くことができ

るのは律法を忠実に守り、神の道から外れ

ず、毎日を信仰深く生きることが出来る人

だけです。そのようなことがわたしたちに

出来るでしょうか。わたしは思います。自

分の力だけで悔い改め、神さまに向き直り、

神さまのみ心に忠実に生きていける人な

んて一人もいないと。 

だからイエス様が必要なのです。神さま

がイエス様をわたしたちの元に遣わされ

た意味、それはここにありました。自分の

力では神さまの元にいけないわたしたち

の間に来て、神さまの愛を伝える。それが、

イエス様が生まれた理由なのです。 

イエス様は、肉体的にも精神的にも飢え

渇き、神さまに頼るしかない人のところに

来られます。そして様々な思いの中で、必

死にイエス様を求めるわたしたちのとこ

ろにも来られるのです。それがクリスマス

です。 

わたしたちが待つイエス様とは、そのよ

うなお方なのです。わたしたちの心がどん

なに汚れていようとも、必ず来てください

ます。静かに祈り、待ちましょう。神さま

はわたしたち一人一人を愛しておられま

す。 
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